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ノイマン効果は珂用として徹rTl弥L'のような銅板斑
撒用として知られているが,磯改工選別として'平が

の栓抜き,スタラp/プ鉄板の切断,石油のケーシング

中での利用や鉱山の小判発破等に使用されることは知

られて居り,岩石状腹に左右されるので災用的には未

だ疑問があるといわれている｡い

外植氏のライナーにLMする文政報告8)があるが,そ

の中にソ迎は金属鉱山において使用されたと報じてい

る｡

われわれは,一部石炭鉱山においても,この秤の爆

薬を使用し此いとの要望があるとE川くので,検延雌薬

の寸旺形状と安全度の閑稀とも閃迎するために.その

爆発状況や安全度を牧村す るた めに次の光故を行っ

た｡

文政項目としては,次のようなもので,石伏鉱山内

で故mされるとすればノイマン効児の特性から考えて

爆速,薬径,等にも制限されて来る｡

(l) ガス安全度放散

(2) アルゴンブラ-/シュ光源による性允陰影写fく
く3) 鉛ブt,･/ク試験

(4) 鉄円墳試験

(5) アルミ板坑故

(6) プラストメーター銑駿等

蚊用ライナーと姐扱鵜包については.ライナー材質

は一般に金属が用いられるが,この災駿では山やK.K

製ユ1)ヤ蛸胎のもので,ここでは,図 l(a)に示す

ような E-46mm,≠20mm,付き Imm その頂点は.

T=4mm である｡

妖散発包については.白梅ダイでは,発包を剥がし

-き削こライナーを挿入したが,粉体は発では,底称に

装府政完全包袋が出来ないので初めから図ト (A)の

底部に浄紅をはり.発Jd巾に入れて娘黙した役,煤染

粉を塀めて,工作鮎 の少ないようにした｡これによ

り凹部空間に爆薬粉が入らないようにした,

柄様な工作を現助でやることは,その放血,保安,

取扱から考えて,余り好ましくないように考える｡
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日-2クラフト扱労による坑道内牡馬†式牧

田2-(け)に小めナような純てんを号fLEい.払似

面に娃ナ如上あるが,Llで部の450に切った トほに軌や氾

比恥として伽 ノ州 のA;管について放りLI=.クラフ

ト統筒によるl臥†'沈輪伐犬は雌に鮒 r)したのでも稲

するが,航行rよT/さ 6mm,du 伽 m.LJ九州 上

部km として… 所は促土ケ茶畑 坑道の坑道Erl.C

上におき.坑逆目にEhlつて 9%Clll車に2'いて雌

する｡

舶 淡料は si30mm 3T'll新… を淡目した

組 地脈は,次の過 りである

m T W ooぶ車 知㌻_竺二
平延(帝通)群tl 0/ヰ ilL5作 2/2

ラ (ナ -求む 0.r2 0/lL 1/1 -

以上の棚 の滋賀から見て二畑 b2瓜は少/Lいが.

脚 におtてはずしい;E只は謎め['Ll.ない したt

とt.I:Iい し,.'L.･過に荊放するラ (-)一打につt.て'L)

トHl止別 且であ,Jの C･ はn5ノ11'.!1形状の観点かr} ラ

1'サーを附したはjLt'dを挽Li:するJJ)で/._/と,=べきt,V)

と1へ-.･

これ{)0)淡敬のr)Iに油状はRの兆Idの践部を1諾1きラ

(ナー女付するは兇'dとLlってTI/xつr=かよ崇肢紙 は

パラyキL,生じ成耕せ月I判延l]川l火IlしのでnlL述のLi

料RIL1作成qJノJJtf._,とった

Iu r̂h･O)Lプラッンユ光瀬による陰X;写斉

ラ (イーTTは灘'LLiとけLB妨idのiJi党別穀をItrEZ故Jl

I-,Lために.,lrプラッ/LL')7'dul11)し除膨'-il-tL/と

l)'那少.wqJjlLさによ,3おくLL6:かえで.軸紫波.ガス

の血IJ(状枕を那桁した r刃)はそれr)の肋紫波,1/ス

比btのコノクである これ(,の dcLLl)I;rnCによる郎kL/Ikめると次Leのgllく11る L(小

の球面L111面とはtA現状に1.いては,各組ば∬に月して故J;汁 ,3時Iiu

)の Ero･lt をいう1)ライナー附男包のか･Lt lP

Tt･lDcl:lll川Xlhd tl-TLt: tl te 1 1-ITl '



これらから,ガス と節撃波の速度を計算すると,

図4,図5の如くなる｡
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Ommの玉食引鉄板をL琴として,その上に

薬包 を荘き丙柾薬包の爆発比硬写共 をとっ

た｡図6,図7はその爆発写某である
｡
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図二占､ライナー薬包爆発陣形等其

図7普通薬包爆発除彫写其

これらの結果は(I)ライナー付薬包は底部附近で

紘
,
御撃波面は球面波

であるが,底部中心軸上にはジェット突出をなす｡普通薬

包の底面から出た波と側面γol.23-No.5,1942 に出た波は合成波面となって進む｡(

2)ライナー附薬包のガス進展は燕包軸上にジェ ット

状になるのに対して普通薬包は球面状進展である｡

(3)それらの平均速度を見ると,ライナー附薬包の軸

方向の速度は衝戦乱ガス速度共普通薬包のそれらに比し減速

がおそい｡軸から450の方向の平均速度は,ライナ

ー付薬包の方がおそい.,(4)亜鉛引鉄板上の両爆薬の爆

発状況は,破砕後ガスが進展すると考えて隅の所は普通薬

包の方が速く破砕作用をしている｡Ⅳ.

曲 ブ ロ ック試 験顛ブp-Jク試験は,一般のライナ

ー付爆粟においても行われる統験であるが,庚墳爆薬の

場合とベント1)-Jトの助命について比較した｡そ

の結果は爆速の小さい庚頓藤薬は軸方向の貫徹性は見られるが,ベント.)

ットに比して小である｡測定比常任は次ぎに掲げる

｡(i) ペントリット薬包と3号新緑糞包による直

立薬包の比

較値この乗の3号新線A,Bは,夫

々工場製薬包を用いたものと拭験的に薬包を

作ったものとの比較で,図8は変形略図であるOR

Y 鬼V｣ 564
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更に,図9二に示めナようなブロックについて3号新

線で変形試故を行なった時の結果を次衣にを示めナ(,

これは横臥拭敬である｡

以上の実験猟建値から,平底のLq･

避薬包は接触衣両においてはライナーより大であり,変形の

深さにおいては,ライナー薬包が大で,軸方向甥微

力は大であることは認められる｡Ⅴ.

鉄 円 墳 解 放鉄円墳中

心に径 ≠25mm, 又は≠30mm,深さ 30mm,

又は 60mm の孔を作り,一部併面が披現された状態で,ライナー肘薬包の威力銑敬を行な

った｡図10は変形略図である｡図10による測

定箇所についての結果は次衣に示めすが,孔口部径およ

び変形は平底普通薬包の方が大となp,孔中央部,孔底部箆に

おいても側面変形は平底普通薬包の方が大である｡

孔底面に対し

ては,ライナー付薬包がその符良を示めすが,平底普

通薬包による助合は変形が殆んど見られない｡-キ

ソーゲンの時は3号新線に比 して大である｡

Ⅵ.A1-板 碑 駿鉛プt2-Jク試験は,

衝撃波破砕とガス圧が変形に寄与しているが,材



Ⅶ.

プラストメーター解放ライナ-付薬包を図12に示めすように空間に吊

し,その周囲の一定距離の数箇所にプラスト

メーターをおき斜板変形を測定

した｡R , 宗 琴 莞¢チ ○◎ l 癌 窮 {:,I;'[

一一 / Fノ′ .,Id'6e'∫ ′丁′

′_一一一一一一r 1図

12測定僻所は,(1)軸方向,(2)軸に450,())9

00の方向とし,薬包底から,プラストメーターま

での距常360mm,薬包は 70gr,発展 9.3-

)4cm とした｡これらの実験結果は次表に示めす｡

_∴ ∴ ∴∴ 二 ∴‥言 ●∴ 王 ;xL:ライナー付薬

包,P:平底普通亮包以上の鈷黒は図示すると

図12の如くなるが,軸方向に対しては鈴坂上にライナー材

の破砕片の衝突の痕がみられる｡ 450,

900の方向では他の試験の時と同様に平底薬包の方が大きい位を示めす｡この場合もラ

イナー付粟包は底部側面方向には余り力は作用 しなナ

い｡爆速の大なるものは,

変形度も大である｡γot.23.No.5.19さ2 (225) 1g.結

胎伏萌曝薬包にライナーを付けた場合の各種放

射の枯兜から,次の如く鈷愉する ｡(1)ガス安全

皮紋験の姑先からは実験回数 も少 なく,明らかな差異

は襲われなかった｡ここではユレア樹脂製のライ

ナーを使用したが,ライナーの形状,材野も性髄安全

度に関迎することも考えられるので,差当り特殊型状黙

包のものとして,ライナーを附した爆矧 こ対して検定妖験を行なうべきもの

と考える｡(2)性能試験からは侠硬爆薬成分からな

るため,ペントリット,へキソーゲン空列こ比し爆速も小

やあることから,軸方向の変形,破砕カもそれらに比し

て窃ることは潜められる｡(3

)木試験からは坑道塀進の際の孔尻を残さず,渇逝効

果を上げるであろうという細評杜終られ なかった

｡実際の発破の時,%L石性質 (節軌 硬さ,亀裂

等)に大いにDg迎をもつであろう｡(4)開聞写真により

,珊撃波ガスの進展状況を明らかにし,性能試験と比畷考

察することが出来た｡これらの拭験に対して,

爆菜就料を堆供された日本カー

tJI/トK.K,旭化成工菜K.Kに謝意を安す る｡(昭和36年および昭和37年工真
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大 発 破 に IilJす る実 験 的 研 究 (TI)

- rI由 面 の単 軌-

f. 印 小太郎 ･誉 Er] 将

rJ･Lの論文エ)に.'3いて われわれlま.発破1=おける故

紙別製の フら.そのは.～/協丘t)7Eの粥撃波につVて煎汚

した この沿1にお■ては,gEミ究逝t17にあらUtil諏lが

とのよ)な不動としめすかを常l告する Fllt]d]の挙動

が充破裂旬においておおさな五味をもってい るこ と

rt 牡駿的に.tくLT)れてしろ この点に雌1るrlつ

さ少としたf/ll租L/つかむことは,それゆえ.発熊の上

り効ni的Ii説明のためにのぞましいbLJであ,3｡

研究力紙としてIi.rlrJ超文におけ,Bとhll軌 こ 発破

巧のn伽TLiの林動について.現竹的IL定収L,おこなう

にとどめろことlこした この点にナiしてはつt_u)とし

た捜柵があたえられていない現在においては.あらか

じめ何等かの摂gtをCZ延しこれlこ上って鞭f#を解Frす

ることが.その和紙で設Enできない現架をすてること

にILるかrJである

この冶文では,白山i加での堺勤のうち.自由面がは

カ)Lて運動しはじめるB'I刻を和解することにする

qr兜の対Jkとしてrよ.今rAt)大熊破女たちんだ.rlrl

糾JLL.にらのべたように,大兄掛 こおいては.岩石の榊

nlJ.との1-)脚 J影哲を,ちいさいものとして年取する

ことがでLざるからである

(L'26) T.苅火邦 払余払


